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	応用
	抗原情報
	背景
	終末糖化産物（AGE）の相互作用を媒介します。AGEは非酵素的に糖化されたタンパク質であり、加齢に伴い血管組織に蓄積し、糖尿病ではその蓄積速度が加速します。動脈硬化などの病態、特に糖尿病の合併症において、急性および慢性の血管炎症の媒介因子として作用します。AGE/RAGEシグナル伝達は、2型糖尿病におけるTNF-αの産生/発現、酸化ストレス、および内皮機能不全の制御において重要な役割を果たします。内皮、単核食細胞、およびリンパ球上のS100A12との相互作用は、細胞活性化を引き起こし、主要な炎症誘発性メディエーターを生成します。心筋梗塞後のS100Bとの相互作用は、ERK1/2およびp53/TP53シグナル伝達を活性化することにより、心筋細胞のアポトーシスに関与している可能性があります。オリゴヌクレオチドにも結合します。アミロイドβペプチドの受容体。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	RAGE ウサギモノクローナル抗体を 1:1000 で使用してラットの肺組織抽出物をウェスタンブロット分析しました。

